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貧困概念の話。。。

貧困の定義
絶対的貧困→生存が可能な最低限度な生活、すなわち生理的・生物
学的レベルを指標とする
■ブースの貧困調査（ロンドン）
労働者の３割が貧困
→原因は不規則労働、低賃金、疾病、多子
■ラウントリーの貧困調査（ヨーク市）

第一次貧困：総収入が単なる肉体的能率を維持するのに必要な最小
限度にも足りない家庭
第二次貧困：総収入が単なる肉体的能率を保持するに足る家庭
→合わせて３割が貧困
→原因は疾病、老齢、失業、低賃金、多子
→３度の困窮（少年期、中年の初期、老年期）
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貧困の定義

ウェッブ夫妻：シドニーとビアトリス
１８９７年（英）『産業民主制論』の中で、ナショナル・ミニマムを使用
ナショナル・ミニマム：労働者を生産者などと肩を並べられる程度の国民として必要な最低限度の生活水準を保
障する
１９２０年『大英社会主義国の構成』では、労働者から国民一般までその対象を拡大し、その保障の範囲につい
ても、労働、生活、保健医療、住宅、教育、自由時間（余暇）に至る国民生活全般に渡って包括してとらえるよう
になる。

貧困の定義 相対的貧困
■相対的貧困とは
絶対的貧困とは異なり、生活する社会の標準的な生活様式や慣習、活動に参加すること
ができない剥奪を生み出す状態を指す。

■タウンゼントは、
「個人、家族、諸集団は、その所属で慣習とされている、あるいは少なくとも広く奨励また
は是認されている種類の食事を取ったり、社会的諸活動に参加したり、あるいは生活の
必要諸条件や快適さをもったりするために必要な社会資源を欠いているとき、全人口のう
ちでは貧困な状態に

あるとされる」

第30回

「現代社会と
福祉」で出題
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リスター（英）
貧困研究者
1949～ 70歳？

貧困の

「物質的な側面」と「関係的・
象徴的な側面」

人々（政治、学問、メディア）
が貧困な状態におかれている
人をどう語り、取り扱うかに
よって、「関係的・象徴的な側
面」が生じる。

貧困状態に置かれている人々の「承認と尊重・敬
意」をも求めていく必要性がある。

第30回

「現代社会と福祉」で
出題

アマルティア・センの貧困概念

■アマルティア・セン

（インド出身・ハーバード大・1933～ 85歳？）

潜在能力（ケイパビリティ）の観点からとらえる。

潜在能力とは、特定の財を用いて望ましい状態を達成するために、
個々人が有している「選択肢の幅」

⇒これが欠如した状態を貧困と捉える。

身体的・知的能力の他に、その人が利用できる資源の程度や、社
会環境による制約要因（例：差別）までも含む。
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アメリカの貧困研究①

「貧困の文化」論から「アンダークラス」論へ

ルイス 「貧困の文化」メキシコの５つの家族の生活を通して、貧
困な家庭は長期にわたり形成された共通様式があると描写。貧
困が世代的に継承（再生産）されている。

↓

貧困は貧困者個人の価値、態度、行為等によってもたらされて
いると主張する「アンダークラス」論へ。貧困者自身に問題があ
るとしている。

アメリカの貧困研究②

■ガルブレイス『ゆたかな社会』

貧困は生産の増大により解消し大多数から少数の人たちの問題に
限られた

■ハリントン『もう一つのアメリカー合衆国の貧困』

「貧困の再発見」の契機。

1960年代の豊かなアメリカにおいても貧困が存在していることを明
らかにした。

→1964年貧困戦争の契機、福祉制度拡充の方向へ
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アンダークラス論の議論

■マレー：貧困は貧困者の価値、態度、行動尾により個人責任の
範疇。制度拡充は「福祉の行き過ぎ」福祉依存を強める。

■ウィルソン：貧困は構造的なもので、人種差別や産業構造の変
化、郊外化による地域荒廃等が複合してもたらされるので対策を
講じるべき。

→貧困の世代間連鎖の根拠になっている。

アメリカの貧困研究③

子どもの貧困

平成20年頃から社会問題化

子どもの貧困率⇒17歳以下の子どものうち、その等価可処分所得

（収入から税金、社会保険料を引いた手取り収入を世帯人員数の
平方根で割って算出）が貧困線に満たない子どもの占める割合
【2021年 １１．５％／ひとり親世帯 ４４，５％】

貧困の世代間連鎖

H25 子どもの貧困対策の推進に関する法律（子どもの貧困対策
推進法） 令和元年改正

H26 子供の貧困対策に関する大綱（子供の貧困対策大綱） 令
和元年見直し
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重点施策

①教育の支援、②生活の支援、③保護者に対する就労の支援、
④経済的支援、⑤調査研究・施策の推進体制等の幅広い領域に
わたり多数の支援

～～子育て・貧困は家庭のみの責任ではなく

地域・社会全体の課題である～

地域子供の未来応援交付金（国が地方公共団体を支援）

内閣府主導の「子供の未来応援国民運動」

（子供の未来応援基金 総額約2億）

貧困率のデータ

■２０２１年 日本の相対的貧困率⇒１５，４％

（等価可処分所得が全国民の中央値の半分（貧困線）を下回
る者の割合）貧困線 １２７万円

□１７歳以下の子どもの貧困率は１１．５％

⇒ひとり親家庭の貧困率 ４４，５％
□17歳以下の子どもがいる現役世帯の貧困率⇒１０．６％

□17歳以下の子どもがいる現役世帯のうち、

大人が2人以上の世帯の貧困率は８．６％だが、

大人が一人の世帯の貧困率は４４．５％！！！
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世帯所得データ ２０２２ 国民生活基礎調査

□1世帯当たりの平均所得金額は約5４５万円。

□平均所得金額（545万7千）以下の割合は、全世帯で６１．６％。

□児童のいる世帯の平均所得金額は約７８５万円。

□高齢者世帯の平均所得金額は約３１８万円。

□高齢者世帯の収入のうち約6割が公的年金・恩給。

□高齢者世帯の収入のうち２３．０％が稼働所得によるもの。

※母子世帯の平均総所得は３２８万。

母子世帯における就労収入の割合は約 割。

母子世帯の母の ％が就業している。
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